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業にも，大きな基本投資が予定さむている。

　ソ同盟のガス採取企業や幹線パイプラインの建設と並行して，ガス燃料消費地区に近接する

ガス産地の探査も大いに発展し，幹線パイプラインの延長はこれによつて短縮される。

　1960年における石油とガスの採取計画は，ソビエトの燃料バランス構成のその後の変化を規

定するものである。液体および気体燃料の比重は，196g年内に35．3％から38．7％まで上昇す

る。

　石炭から天然ガスや石油製品べの切替えは，国民輝済において数十億ルーブルの節約となる。

国民経済における天然ガスの意義

　共産党によつて提起された，1959～1965年におけるソ同盟の国民経済発展に関する任務の遂

行という見地から，ソビエトのガス工業の発展は特に重要な意義を持つている。ソ同盟におい

て発見されたガス資源の現況は，その採取と消費の当初の計画を著しく拡大することを可能に

した。

　国民経済における天然ガスの巨大な意義は，採取過程，輸送過程，および工業と目常生活の

手ネルギ燃料や合成物質生産のための原料としてのその利用過程等の経済的効果によつて定ま

る。

　ガス層の自然条件やガスの物理・化学的特性から，　（石炭あるいは泥炭にくらべて）より少

ない労働投下と基本投資で，ガスを採取することができる。天然ガスの原価は，等量のドネツ

炭の原価より幾倍も安い。

　最近では，ガスの採掘価格は亨1立方メートル当り精々0。3～0．4コペイカ，またはトン当

り5ルーブルである。

　燃料工業に対すぐ基本投資と発動機用燃料の採取原価の分析にょれば，埋蔵量が1トン増す

ごとに，ドネツ炭と天然ガスの採取および輸送に対する基本投資（カロリ…換算による）は，

1956年のデータにつV・て石炭では563．5ルーブル，天然ガスでは191．0ルーブルであることが

知られている。採取，輸送および貯蔵所搬入の原価は，合計して，石炭では105ルーブル，天

然ガスでは24．3ルーブルである。

　エネルギ原料としての天然ガス利用の経済的効果を決定するのは，上述の事実だけではない．

ガス工業施設の揚合にくらべて・石炭工業施設の建設に要する基本投資が著しく多く・その開

発に当つての労働生産性が低いために，石炭採掘地の住宅・厚生その他の施設の建設に対する

基本投資が必然的に追加される結果になる．

　石炭採掘の場合の労働生産性が，天然ガス採取の場合より20～22倍低V・ことを考えれば，

住宅・文化厚生・行政管理その他の施設の建設に対する投資は，ガス採取企業の場合より大体

20《・22倍高くっくであろう。

　固体燃料にくらべて天然ガスが特に大きな経済的優越性をもつことは，ガス利用に関するデ

ータによつてもはつきりしている。すでに現在では，可燃性ガスの使用なしには，国民経済の

発展は不可能である．ガスは，労働生産性の急速な増大を保証する各種工業部門の多数の技術

過程の自動化に，大きな見通しを開いた．

　ガスの使用は労働文化を高め，生産や住民生活の保健・「衛生状態を改善する。現在すでに多

くの大型ボイラー装置がガス燃料に切り替えられ，それによつて大気を煤や臭気から清めるこ

とができている。

　工業的諸企業のガス化計画によつて，燃料としての可燃1生ガス利用は1965年までに600億

立方メートル（約4千万トン）に達する予定であるが，これは固体燃料8千万トンに相当す

る。

　工業的諸企業や生活家庭が受取る約1，300億立方メートルの可燃性ガスによつて，鉄道によ

る2千万車輔往復（2輌計算で）以上の固体燃料輸送が不要になる。このほかに，燃料輸送に
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　i絹1燦に，キニ業フヲサラトツ勢1クず1ゴシごツ，．ベクータ　1タボニγ，スタ・…リング階一ド）ヅ1ナヤ

ンスク》カザン，削ド先ヂ》ヅーd．1キー5も燕⇒グラード，鍔／△；『ブノドラー響、診ルベ」卜一

ガ，スター1、／ムトウー礎，墜二，二l／ヤビv・、スケその他の1繍1隔liyで｛、，，『天然ガスお畏1；び随伴性ガ’

ス疑）1肖繋疑力縫一曽二起美評．メ隠、

　　　　　　　　　　　　　　若畢の工業部闇に．おけるガス籾鵬の効巣

ソ贈懸眠経済多盗鰻の7力鱗1揮llによれ，ば，黙騰年には動加嬢、よび技術の響，複1に齢び・れ篶・

ガスの欝暴汰蓋』疑論｛慰二資：ツプ．メート、ノレ「に謎盤摩晦ぞ〉雪鯵灘甲ぴ（憐をのうらヲぐ戴勧がスび）潔影欝叢難ぱ4（｝、窪5），　その

　　　　　　　　縫看　　1力　　 醗｝一一…・…＊章一…”一・…一5継）・葬懸：立プゴ．メー一トノレ’，蜜m欝

　　　　　　　　　　　　　溝蓼珪シー一3一一一一タ…一一一一一一激響一　　　　　ノグ

　　　　　　　　艀鶴／戒慧饗鷺｛／『i／一…“…一庵…・…一・…鐸甚…薫2（》　　　　　〃

　　　　　　　　騰ごメン／　　　　　“台一一甲”吊”“”ヌ””一””“94　　　　　　ケ

　　　　　　　　薩をのイ滋疑）萄／li勢費一一……一一一…動・一一一弓漂溢争　　　　　〆ア

動力1眺乙天然ガス齢，／鉱琉めは，以謡嬢劇物一のぜブス燃料に、ξこる穆翻釦．粥ごけであつノと

　羅婿憂グ）力辛スニ1『隷嚢屡盗彗建騨）糸霧薯箋，磯塾森三で／愈博pて彗菰享隻轟ブy握藁窪ぎ今ノ隠謎帰こ，ガスを率i∬霧し、孝馨る、よ勢になθつ

た、、7力年計鱒1で1壌1，火力発電所用にS（諭億立．方メー一トル・のガ’スを｛蓑鷺うことが決められて誓・鷺）、

　発電1折ヌ擢然料と嵐．．、で．饗然ガスを用い勲．ば，その能率を蓉タ6，すなわち（）．2誓1から歌34底㍗一び高

め窒尋慰）こ二と力薫譲慧鍵、1》）才遡、て斗・る，，黄ブス｝響璽1」くゲくヅフ響書攣籔lli斤グ）懇麟没！薩豊築び災／こ，よ馨）謬義嚢鞍1響の麩鋒没，よ1）

も£（｝タ51安、《、、

　ガス発1灘鉦響（出力2017y潅』灘群ツト）でで隼ざ讃tる華i畿力釜キ鐸誉1ソ　トの擁丈郵駐汰，樽a声葡して鑑6

繁ベイカであるが，同じ．出力の省炭発電1．夢黛では藝．7二二芝ベギカである．

　発叢所絹動力源撚“．てガスを簸用す崩、ば，顧体燃料の霧1下し、作業難要すぞ）労働入鍬を削減す

るこ二と1こ，柔i），潟屑蓼崖蓉タぎ象盤ナ藩擁1餐鞍慧蟻斐甕女を1繍ら噂鳳こ賑力竃肺できる，，　そぴ）藩ヤ、輝墨．　　　　　　　　ち

働生蟻性は著しく増大し，蟻位出力1繁1）の讐妻蕪本投資は減少する．

　製鋏ヱ業における二が、裳の使用は糞わめて大きな意義をもつてい・恐，、すでに現在，多数の冶金

工場の穿ルチン炉がガス燃料に穣行している導また熔鉱炉のガ．ス燃料への雛瀦受えが予定されて

；舞夢，　そ才も！瀧よ畷ジぐ灘一ク猟／炎毒裳翼支のゴ滋繕要を等鰹え、．戸く1威づ寂ること薄寒てきき馨）、、

　現在ド濃エプルペト雛甥スクおよび雛ストツ顛民経済会議の冶金工揚ではガスが菰く絹いら

乏灘一』（8（x｝）



ソ岡醗の天然ガ、ス（大橋撫一訳）

れてお垂，そ編舗灘本的齪斜、鄭舗樋程だげ』で激く，力燃炉，桑焼炉，、、！！炉お、疑輝頴炉に

もぜスが用い1晒）れている“

熔鉱炉および平炉頚業におけ蘇琳燃1榔ノ）切替えは，精錬される釧織の質を著しべ改鐘鮎

ガ障り特轍次の諸、報こあらわオ還、ている，、すなわち，燃焼糊菱の．．1翼，が職の炎の化肇糖1鳶

発，組成の均質性．および最も燐要な、・、、鞍／ザ，て，糊体や液体燃料によ辱難熔融グ／　挙金属を汚染

する硫顕その他、の不純物がな、いご．とで戯κき、、

　マルチン炉をガ。ス糞然料に切替える訟とによつて，　鷲鳩51に1はマルて勢ン類｛，艶閑二1縫議の生藤・i癒を

年閲蜘万トン撮之大叡捻憲とができる自

　ガス嬉！崩鋳の霧　　弩．　楚　の酎火桝1縁被を・傷難幾する灰分や旛曽‘1威1分が存；窪L　な㌔（ため，　炉の酎澱1期

1蓄1漆業．陵く激爽るQ

　冶金。、11業にガスを縫絹1『ること1齢よつて鉾熔鉱炉や各種炉に燃料を供給す鷺）操俘を機械化し

i鍵卿∬塾づ　孫護果1騒1力三．療誌1凱義戴考

　これらすぺての嚢、藝によ・っツぐ，冶金1鞍に藩導轟労鰻麟窯1漿性を：聯∫餐1縣めることができる

（茎繋5§評曜蕊儀灘歪罫臥1グ）議事鱗）、，

　機械i葺雛藤1継の液麟減燃料からガス燃料への麟／婁えは，類の生産性粛商めll熱こ乏二を可能に／解“

．スラlyグとレ、の金／、鵜の昼／勤減じ・，廃贔をイ，レなくし，熱、二鳶懸紛労働条件を改薄す猿、，

　セ．メン1・二1嚢ではヲーう嚢陣．）セメじトニli霞、が、ス1然料鶴切／罵．るこ．と／こ、よ夢，セ’試ン’ト選三産の

二1支術が奪孫磁イ臨瀞粟L，三響ぢ動窯藤汁激壽縣｛、、ζにミ爵，、、鉦つ撫，、《彊麟1か捻メント》研二i究鑓葬弩デ阪一タによ薄自軽；蔦

飛、繍，メンi歌1の剛本燃料からガス燃料への1翼騰えは，セメン！畷藤源価を3（／95引下げる、

効率が大きいので，・ヴ．スは炉豚ll業・や食糧蔽葡蜘乳メ籍栖欄鮎い1譲いて作”鮎1）

にも用い銑隷／る，、

　澱1糧驚警におい馴ぐ／写ス禾蘇堀で好結畢驚蔑イ　㌔、）れ》“い／然料1こ基づいて甲・；期薄畿葦嘗野莱の鎌ζ鯨農難

凝1力鱒二欝麟1摩咀欝

　i覇ふ又，羅釜済の各葦郊｝彗壱こ1おけるガ．スf矩購の1越慣三を灘　櫛夕1舞灘す考態、二と：はイ・講實、慈である＿i擦違の数

例が，天蜘以のi難確灘撒おい驚汐嚢　鍵1三齢醐じぐい灘、．

　ソ同盟の蒙鰭麟雛、よびガ．スニll叢の優うξ的発展に礁歓つて燃料バラン』λ¢，＞再編一気が負二癒われる結果，

ll顯紛7が群，、1禰において逸，奪（x）億ノい一ブルが節約麟磁

町燃性ガスの特轍にひいて

　幣然性ガ，業は通常無色，無，異翻で，〕婦勇かつ爆発i勃藩藤、，それゆえ講繍節軸壱送魯利琳う

過鰹5臨軽ば汰4寺翔銃瓢嬢乳則が冤」めら叡、てお1），　それを跨瞬擁琴『帆恭乙　ゴこ瓢款1，｝1　婁緯．撫爵にガ猟をメ藻翼・愚

解牽の安全が灘！、ilζきれる。

技術．．1．二，タ種1紳1轍棚三が、幼痴恵！貸憾、、すなオタ，炭化水素ガス（；簸／l。ゆ），硫化水素

む綜，欝陛クスガス，お，奴稗炭轡糊黄曙瞬1岩・泥炭融薪・その魁の隔糟燃物の熱分角毒樋穣

で蓄、｝られる、発生炉ガス等で爵〉る縣乳．「「か聡踊1鍔）7力年1麟1では，特に安い炭化水素すえ嚢わ』轟天

烈観が、スゆ薫藩養星）薫斗くナ籍レ・身）才しゼ）肥び淺）雛うc

　l礁祷図はイ油も1鰍藻であるが，翻毎一輝1妙え前の海の｛肇、黛一一の分解に、よつて地黛深
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なったであろう。シェベリンカのガス産地の時期を得た試掘と組織的な採掘とが，ハリコフや

．ドニ土プをペトロフスク地区に安いガス燃料を保障し，かつ近所にガス層のない地区のための

移出用ガスを貯蔵することを可能にしたのであつた。

　戦後，ロシヤ共和国や民族共和国の広野領土にわたつて地質探査と試掘の事業が実施された

結果，現在では多数の工業部門で広く天然ガスを利用するための基礎が確立された。

　戦後ソ同盟では，全部で180以上のガス産地が発見された．現在ソ同盟のガス産地は約2PO

に達し，’その大部分がすでに開発されたか，現に開発されつつある。ソ同盟で発見された石池

ガスおよび石炭産地の地質学的配置はきわめて良好である。ガスや石油を産しない経済地区の

大部分は，石炭層を産する。たとえば，－液体燃料やガス燃料の埋蔵量がまだ発見されていない

ウラル地区や西シベリヤ地区は，大きな石炭埋蔵量を有し，のみならずその大部分は廉価な露’

、天掘りの方法で採取することができる。石炭がないソ同盟西欧地区には，可燃性天然ガスがあ

る。この点と関係づけて，1ソビエトの燃料基地の配置における正しい方向を打出し，将来の発

展の見通しを考慮して国内燃料資源を利用することが特に重要である。

　現在ソ同盟では，次のような主要な石油ガス地区で，1大規模な天然ガス産地の採掘が組織さ

れている。すなわち，サラトフ，スタヴロポリ，クィビシェフ，ネターリシグラード，クラス

ノダール，北オセチャ自治共和国，コミ自治共和国，チェチェノーイングーシュスク，ダゲス

タン，サハリン，アゼルバイジャン共和国，ウクライナ共和国，ウズベク共和国等の石油ガス

地区である。

　これらの地区の各産地のうち，すでに若干のものはガス産地として開発されている。

　近い将来，ヤクーチャ自治共和国やイルクーツクおよびケメロヴォの各州（ミヌシンスク地

区）その他でも．，ガス産地の採掘が予定されている。

　一これらの産地のほかに，ロシヤ共和国内のチュメンスク，オレンブルグ・アストラハンの各

州，トルクメン共和国およびキルギス共和国で，ガス資源の補足的利用め見通しが開かれてい

る。

　タタール自治共和国，バシキール自治共和国およびソ同盟のその他の産油也区の石油層中に

も，多量の天然ガス資源がある。

　種々の産地から採取される石油中に溶解しているガスの量は，大きな範囲一すなわち採取

される石油1トン当りio立方メートルから1，000立方メートルまでの問を変動する（この量

はガス因子と呼ばれる）。

　ガス因子を100とすると17力年計画の終りに年問20億トン強の石油採敵が予定されてV・る

場合，約200億立方メートルの随伴性ガスを同時に採取することができる計算になる。

　石油の精製過程で得られる脂肪質のガスも，ソ同盟の基本的な天然ガス資源を補うものであ

ることを考慮すぺきである。7力年計画の終りまでに，石油の精製過程で年間約100億立方メ

ートルのガスが得られ，化学生産の原料や燃料として利用されるであろう。

　最近発見され左新しいガス産地は・ソ同盟のガス確認埋蔵量を急激に増大することを可能に

した。たとえば，1940年には，ソビエトのガス埋蔵量は総計150億立方メートルにすぎなかつ

た
，

（年問採取量は3億7，500万立方メートル）。現在ソ同盟のガス工業は，総計9，300億立方メ

ートルのガス確認埋蔵量，および18．3兆立方メートルの天然ガス推定埋蔵量を有している。

　推定埋蔵量を確認埋蔵量に換えるため大規模な試掘作業が必要であり，それによつて1965年

の終りまでに3兆4000億立方メートルの確認埋蔵量を確保しなければならぬとV・うことを指

摘する必要がある。この埋蔵量は，1965年のガス採取水準を22倍上廻る量である。

ガス産地の採掘

　地下のガ夙層の自然条件やその特性は，比較的少ない労働と資金でガスを地中から取り出し・

利用することを可能にする。可燃性ガスを含む岩石はさまざまな深さに存在するが，工業的採
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ノ講 （大構加訳〉

質ン薄／、雛　A 磁y脚蹴懇．ず

／「舞減江、，て地灘ら．／》纈麟1，、1・ズ，噛、郷ある渥，沖から行なオ．ン戯｝、、ぎ），漁媚度で嬬

．ガ刃熱麟・か嶺欝1姻三1．三力は贈畷贈ぼ 概》『二はそ恕’ノE玄達す”、こン頻馨麟轡，冠講

天！、叢ガス蓬采取は・ガス層ζ地表をゴ1》なぐ掘さく井によ　　燐1なわれ”

　ガ、！離采掘のためには，一鼻定の脚／l、1の網β状に幾つかの井戸を擁　　、制19閣の1綿穣は楽鼻通

謬＜，亙蟹）艶である、，、ガ。　井の撫1斎くは，　餐、議li井◎婁羅嬬くと瞬疑く，　等筆一、“1積講ilきく1幾ミ1輸はタ

ぜン式掘さ磁駅1ほ鋤にむ欝麟彦亙、る、、灘、迦（億，ガス掬翻喉ゴン式の方法環採

掘され、畿嬬が普通である、、

　タ…ビン式掘さく‘考噛1慰・蝉⑳）、昂に1一叫鰭諏耕麟、、地表で準齢“7麟三水を謙懸く三／神

に下拭．た剛競納で，ボン　鐸／いて50一勲．気蕪疑はそれ以．ヒ萌三力のもど登酬，終趨

《，、、掘さく剛ヅ維のダ朽中の末薄、壌堆状5蝶機1こ終つてい馨、、泥水が圧力によψ帆1鍬穿耕驚

の騒転1輪を縫暴愚する1凄，究瀦1にのみの　　・た1裂転1紬を1繕させ茅、，餐；状婁ぞ機を通過しプご後，

灘轍賊の馨毒1舵灘毛∫地．擬に運び鍾．1されるが3この嚇丈時に1耕！．娃結．i二で塗叶ぎiめβ包）

崩壊を1鐙ぐf’轡｛奮ゴする，、

　溌セ1噸意激撫｝井戸～論ら突発，li勺にガスが嘩むllす篠のを防く㌔

　鱗騰）違獅，（蝋く靴引二げ下ろL厭，櫛一礎一彗・捲き蝦騨け畿．揺．推却湖さくf獅計ズ

、御墓われる肇櫓やマスト雛懸く種拗プ窮、　“概鋸彗翻井筋・濯Eき上げて分解し・鉾

また拘fの刺ご『1ぐろす、｝

　　ン購癖嗣噸藁α犠1謙，肋、肋癌肋酬騰i欝噂魁細）麟ll献装1噺い噸i

鴛て8鋤



葦、1、擦窺　講　．蒼、1簿ヂ端　　　　　（毒霧　袈≧　　　　鐸ぎ参　鰹・）

　　　　　　　　　　　　　　鰹

　　　　　　　　　　　　　　、蟹撫
　　　　　　　　　　　　　　　灘雛

　　　　　　　　　　　　　　、藤　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　あ　シ　　　　　　　　　　　　　　　灘唱唱唱

鐵　・・鵡彊驚

　　　纂慧灘　　ガ　　　 1、1鐸灘財嚢難舞礼離、’．“　瓢騰蒙 素

懸く灘搬、、、躰移され、蕎登

　撫1さく井を魑定し密閉す・た、め麺，その周1愚轍金メ、叢，管の柱を植え込むが，そ勲・には地表部に

いわゆる籍噴雛、置が雛！）つけられる（窮2選i）馨　隷　羅　1によ吟てガ　．1二のi垂竃お鷺

またカやス層の　甥！的叢薬携1　行なうこ、とができ煮

　井戸か蕪出るガスは，建　鋼．蒼崩遜遜鼠．た後燈。パレー揖ノるが，ここで機械的提茅、物であ

る水や，畢熱至韓）微粒子が．》ればそれも除かれ，岱）豊〆ぐして欠に，ガ恕集奪馨，認，二移！），それを通つ

て鍛鞍超）灘ン｝プレ・ソ翠一一室蓄て耀動し、，さ／》紅乳くガ』ス消鞍鍵！i戴に通哨誓聾態馨線パイニプ畢ギン1塾

　が．ス採卿，無ガスごル吸・磨奔一・、筆、擢輔で，ガ慌，戴，圧力の抵下によ！漂ンデ’ン財トに

変化する炭化水素ナ粛分（ガスベンジン）1＿抽出す欝特殊オζ螺1を通邊する．

　現擁三で雄，ガス井鈴開騰轄毒よあ達要i）多くの入1熱必灘とせギ．餐ガ、雛譲取企嚢鋸煮採駐翼，馨1

製および輸、、＿の融くの灘程が懲1動i約なプ7鍛で調鐙婁瀞茸も、丸ぜ㍉、近い｝1讐来にはラガス採取観羅1卸

箭護紮作嚢が｛1鰍に藝1鋤化きれ《ゾ計定で1登）

　ガス爵二三鍵1卿、　擁擁蟹ヒは，　ガ・翁取に搬1謎＼さ灘、嶺労働力をコ葺炭率襲1載／こくらべて以）倍も滅レさ

愛勤る，）

　ガ、ス｝董地を1　驚す鴇井7　，癒，特1　大きい穆燃性力㌧くの噴出 1を　至葺嚇。，た．とえば，　ポノレダヴシ

チン（ベ…iヌスク姦灘亘）に象餐いて，　　現錦ヂー噂密ず・牟マシ／．瓢、無狂こ、紅つて糠い㌧れ、た41ナ薯激，

羅夜に蓋．慕鞠・4覇＾万立方メー・トノレの1建　　 購した誉

　ガス産蝿三の脅理郵藷採掘のため把，井芦か蓼∫　を　 ．轍i臓出隔感罫、ようなことはじない。す

欺わち，井戸か疹の麟嫁毫、を一一で／夜1こ銭（）～i｛矯ン　宍ヌメートノレの範1飛1～督ll鵬蔓するが，、この　　董1

（力毅り一葦磯算で）叡）○～蓬季（x燈トンの灘拶、藷、取に相編す灘，、

　ソど黒ト同醗紛糸屯粋の写ス産ま瞑叢掘こ靴桝こ糞してき・ヲ償ご建ぺた，柔ちに，署溝産葦轡採掘（7）際に

軸
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ソ轟灘無難α．）ヲ婆糞農力町ス　 （ヅく繋響麟Ti－1沢〉

もガ，スの採取が行なわれ護、このいわゆる嚇粋ll／采取に．よつて，化肇1諜の趨援）て．蓬碧二購1

牽浄“で腰妬る1き、1養ンー子痛ビ禽辱勿をニノく護鋒＿’振・プブ装勲監1辱罫津Lる黛

　一一甑鐸載ど養隻、．，ご　療㌣擁．1（ア）咋縛こメ∫ス跨㍉あ讐》（／）力誌？　 畢ず滋1難／薫ヂ）議敷｛セ学影　懇薔機彗勢饗1）一鼻翻翼濾鋒奪1歳麟諸／ヒ

水素に変化L．、Fたが，、一・蔀はガ智、状炭化水素に変化し．、た。し環が・つて欝瀬層はそれぞれ、ガスを　，

有する、，ガニ・の 備億遡霧帥＼態で存在気／，・…磯臆石瀬l／K．溶醜』ぐい恐．普通，塚三顛疵それに

溶解／♂胤ガスはと叡こ地／妻に沿つて坑井まで移動し，誌らにそこから坑ぼ・婚（塾、1　てく恐幕、圧

加禰解礁し．たがつて，溶存ガ堀離灘・麟捷分離乱，．灘勘　摩 麟ガ“、溌舎物は，（地表で）謹・窯

・戯野孝（ド坤にノの，譲撫液螺一分かれるが，そ‘）際，馳ぐレ宛鰭ミ翻1ヘカが噴出蜘髪で

（乳．〉坑井内にくらべて低いため，ガスゑ、7離はとく紅急激に行なわ離　毒

　i蒙鮒牲と呼ぱ’れ鴇セパレー「肇内で分離したガ，スは．醒寒、款つ｝◎ブ1肋まま1藝ばれ、v，ガ

　椿婁野や耽慧ン〆デンー麦貿イ／冥分1雛覇）ノこめの1＝ 1を業酸注懸し，そグ）｛憂藁警華繋パギプ；ラギン・に導寿擁駕，そ離、、

からガス糊雛壽．調かう．ここで照鍾、い濃、分が取i鮮．1．博れ瀦〉が，これはその後飛行機や麟

鋤刺薯捗’ソリンのぞ駿改欝するために、／手／い》れ、る，，

　一屯睦では，幽幽三ガ．スに基づいてガ、ス精製び，藩や化学讃｝が建1設醤領、～　1、副，か／〆遺憾ながら，

ガス／繊甜．猟化学ヱ編の力艦曲撫嚢めいまの！ご訪随幽翻鉱の無蕎随脚双通．臆脚

せることがで悲ない砕オ，『）が羅1ではな1雛分の問　随伴性ガご乳を精製して化1，製贔を作葛強力な

石油化学丁ゴ。ずが，1、蔦りないため，随／’1患性ガジ耀．）かな！｝の部分が第王諜精製の後燃料とも』ぐ用いら

れる、、’7力年計1醸こよつて定めら離，煎こ化塾二1二勝の建1．麺一〉痢竃．果，ガ，裟は1眠1経済に藩δマゾぐ，なか

ノ～ずくヅラ｝ス穆～生諺麹一）た麟こ，よ聾磯、的麟難凋鼠塾〆纂諏b鶴なろら、

ガスの轍送と貯蔵

、き小謄ド1坤建詮1続おいて，井戸から幹線ノ・・げ解ンまで，ガ，スの採取、三ご輸送（ア源理1£…嫌

至要1二鷲職ずぐ糸蘇4計1卿、ヅ瓢難

　，1線　で鯵インの途申に、は，、で　歎ゼンに沿つて／、集給地点著翼でガ、スを推遼す馨）強ノ説凱識

ンプ恥ソ野一一・一施設が娯糖れるのが普通であ恐．雄り施設の眈麟ま瀬めて大きく，識狸）鯉，

の餐、！のものでは数千ノ蕎力に達す恐恭例えば，』スタブ窟ポ！／ 一」響．スクワ闘バイプ骸・デンでは，

唯一〆の；・窯ンプレツサー・・鎌莚没の出力が約暮隼（脚、縣力で婁ガスを礁○轍以、．．／二ま費圧縮掛るのに

充分であ鵜、，現在では，誤）強力な，賦／プレゾ！ナ・一施論を紺凱．ズ計瞬が立て鋸璽摩陣でにソ

静．礁擬覇）彰幾麺壕漠f餐二1二1欝剛艶識翫壷）熱簾舜憲力鳶肇、鰹鐸さ零》いぐ㌢・る、，

　　　　　ずプラインは，　翼ンプレツサ…寿謡li、蜜の熊かに，　≧欠の畷諏うな多i数の雛聾雛慧懇　　瓢論　卸底、

すなわ壽　磯械菱1く擁婦入物を／敦！穿除く1蕪麗，ガスを乾燥す恥装羅，ガスに匂いを　）1，｝』る！縫（特

／タ／酋舞｛漂～・・を〆二蝿ラ“領｝恥勿饗薯をプゾス1鳳難識甲ぜるま懸翠墨）　流毅、総｝で澄〉る、さ

　ガス｝蕪地採翻1グ幅）二初期　　は罫　ガ．ス／・、麺）慕．三ノ瀕ま，、パギプジライン鱒！i　lを数漢（X鷲ζ灘　窟辱．靴もガ　・を；1餐

遜、ぎせるほどκきい、、乱解、かしガ．スの推進には，瞬誕，繁こ麟動化の壌法をで穿暫用し，それ轍よつてガ

・・z、パギ　解ンや二◎・プ紅〆ツサ」方鍛に繍｝るいκ擁導1い労働臓性麟緯1保する．，

　綴峯…綻捜翼欝《．1．二講馴晦叢貨に康、卦「3沌煮ぽ茎，看三のうゲ、ス・鯵謙費琶蕩系1愈，1認麟銀、ノぐで　　穿でンノと1｝撃羅ゴ薯唱そ’恐幹喋衆　㌔でプ』

ラン　で　ンゐ“㍉疑）づン磨芝1藩兼を，i甥鮫t一てレ・嶺，，　こ脚（〉1む㍉ス　　こ）ギじ鐙　　ギ　じ〆醤濃力㍉鑑薩鷺麟刃ずに糸冬’愚¢）力漁ま彗錘脚ぐ等，

ここ｝艇ら泌驚撰1鎚こ縣駄鷲）》ぐプゾ、鷺i轍皐含糸睡／こ｝ザ．スを盤魅糸禽し彦　き　 1、肇醤臨、鐘事ギ1鷹が、ぞ鰍騰』寧皿1業）難

　ガ、ス醗給綱紅L織では，一麟のうちでガス消籔くが．均等でないから，一一時的にガスを貯蔵す愚

ご契こ厩）1がス方窪鑛璽こ鐘響男i！乳繁珪又騨プ7を鰭無力llし甲ぐ激き驚、2絵1ざオζζノぶマ・。ン　菰cノ ）珪又築詳プ7／汰き　騰驚翻ガ購黄導ノ燃il奮

はガスの護剰分を吸収1㎡．，ガス消費が蟻大L．、た時にはそれを放出する。

　収騨鐵猷番二きわめて大蓉な頬撫こ達するけれど墨、，その額熱隷横の議1も豹・時綜，醐暫なく

ガスを供給するため綜必要な貯蔵　輩を｛鵡塗保するには姪1．〉ないし，　もち避ん冬期と　　燐の蓄肖覇爆1

グ）　　　1　擁瓢壌榊馨》ミニ撫もWぴぎ乳嚢マ・蟻

　プノ㌔ス津欝欝　 ノ）豊舞嚢1録梅奮測藩ぴ）ノと冨）1ζ／！又，響プンを質．縫掛〆ぼ酵脚l／嚢蓑1歌，　彗1羅三騨＞菰こ避）閏年蜜慮無　りが猟聾護蕎聴．疑塾

？5　（獄｝7）



藩！三姜鐵謬？　懲丁冨幾　（呈鷺三3饗蕃　聾事鱗難）

籍1の｛・，B癒に澄　 旧薦糞智や，ぺ．工の　 穆i；叢た／識鑑禦葦雀のう㌔・繁　鮮申にゴ患　／！幸鶉華　　　セ畔ずることにk／）

て蕪轡襲，ψ離．蕎、

　タト隊貢こネ3ける超三ほ・惨鞍燕難／嚢　』騨）慕罷1套譲費漁，　避嘱7噂撲脅 襲身募議父烹．0糞凝　　7、メート、ノレ鑑も・達しざ、｝るこ二

　戸を羅薄粥t、君ぐいる、ソ1．fこ凱1・i講霧虻ぐ唱も，　冊一スク鷲・そぎ）／甑（乃筆欝彗ゴの／l還に繋蒼ll響翻、羅麟艶ずる講襲

が蒼なわれている“

　聯疏，モス緒ノヘのガ、・の導入と濾黄は，螢緒yフに入幣ガスが余つた時に運転、蓼溺．る液化

ガ　　煮産1勲メ揚／鷹、，軌つて1鷲総が保1配」／ギで㌔・1，，

　．カ㍉　霊繋三敬と諺警嚢・ゲ）響翻幾／漁ラ　カ“スノぐずプ）ラ・ギン桑塾一尋／芝稀豪ぜ）一蟻／幾と／撃、峯聡な僕賛穿瀬7墾ある、、ヅブ．ス1重諺難

の翫らく雰　、養，r鴇1ノノ鱗1難蒲弓唱鵡＝オ　　1餐1塾・や鶏詫幾，に，数ノ）ズ陸濾ゾ　韓こ薫讃1毅づ『》　肝と騨）でき£・ヤ蟻盤冠ア）乙1蓄嚢

物である（液化窓敷、ていないガスめ5　1を考えてい　）

　カや乳グあバでゾ毎ラ涯ノン／に，よ頓．　　’章二．　1蓼硝1寺／鴛轍1汰ノ7誉ス溶麺寵に麟葦馨讃づξ）二鎮糞鞍ノごけにi製罫）れ、てい

　ノぐギツ｝　でン／，窪盤講謝グバ潟遜璽哲歎警　多くぴ図禰・辱鐙．蒙、験こつダ毒教グ）ガ㌻ス羅1鐸慰爵豊苓達墜、さ才し、たニソ蘇髄群讐ぐ’激

　・碧，l／もに1蹴、こ　　ぐぎ澹ごし，

　　　ギ’、ヅ㌃ラでン／騨爽難難オニタ　ノ努1鋤糸琵ヴー）20彗冒覧ヌ》か懇、薫塁こ鱗講嚢し壌費めノ箆イ、ギゐ“3嚇「で触くひ二、尺ま義薯）ブゴ

綾’1総鍛．霧藩ソ㍑㌻ギンの率l！「！紺よ近斌奪（｝年／・楼に始窯つたにす麟＝．ソ剛澄ぐは剣辮こは

1、た詔’1、i灘溝幾擁i菱グ〉こ、，襟》尊あるゆ講幾燐雛ll　“ゲノレスニ轡1一・隔クflゴシ／瓢ツ撫1‡3よ℃メク、ル／ジ㌧ぎ、一そツ町ス翼一

瓢・サラト7間／こ続終れた，爵藍鋼）ガ凱狸’、〆）でンよ，地方的ノ，、、秘、義をも一蝿》のであつた

ガζ，　ガスパず恥プ務ずン～ノ難鼎妻，解り1大きな塁1慾、4、＜と癒“身、野二、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総繁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒 灘購
　　　　　　　　　　　　鎌蒙菱1嚢鐵．1

　　　　　　　　　　　蕪
　　　　　　　　　　　　叢　懸

講　 3　慧i　　蔓ナーウ£　　　　、スクー一ス々・ 1導母i　　　　副し）濯鐸檬苫　）捕1きく餐、

　髪芝委掃の、戴、溝藪な翻欝に嚢　 甲ぐ，雛曇構、（粥31灘），　でコノ。葎脚餐と糸色撃鎌，ノぐイ欝醸の1欝〆＼グ）1ヒ麟ノ、（舞落4

図），壕織とパギニ㌧の毒滋投シ．葦のバイ7　叩イン羨嚢設憂量1も力纏幾械イヒさ鳶L，それに蝿美ぜプぐはじ≧おてパギ

　　で　　糞｝ 鑓蔦鍔ぎ）諮1棲宅〉／薦ミ損三を聯！簸輪しllザ姫ゲアび，）る。、

　　　　二漁は謹イプの鮭養　濾耀プ㌃せ（フ乱．パイプ嘩イン灘鍵縮パでプを讐めて），叢た機

壕戒叢好壽1　’緯汰章争牽蒙、ノぐイフ　 ギン／鳳よるプゾ、ス書難ミ叢ぴ）≠と助〉ゲ）顔1ソyな、1幾オ戒を癖」造1しノプと，

　鳶幾懸察こ象31・するカ　　・ξでアハ“ギじ〆翻）建、霧愛ラニン旛騨群）ま轄ソ嬉まラ　ソヒf黒ト鐸弓雛雛4）雲多斐敦ぴ）二1麟　　パでフ野

　ギ≧奏総毒貨ま支霧響ぴ）β蓬夢ζ1韓、 i・1　む毒義しノ燃、、・むσ）爺馨・ラ　ノ・廷イτプ勝イン講一藝こ禽圭づqる蕪秘本／斐響、藝よ1難）擁三

間（蔦略二嬉磁9雛畔）に▽ミ菰減少記．、た、，醐響，こ，ノ鐘プライン癬灘鋤1肚その慰灘鑑要する金

難、浬蓬費 、軌め導勧身し疫：、，たと／こむま’，　諏タヴ舞7繁ジ 』蕪スク！フ1覇ガ、ス、〆奪イプ警ヲギン建　 ジ〉1雲祭には，

学蕪一（9（）＄）



ソ同．、誕　）．天－、　　．ス

難灘、羅、，況，難一嚢

第嬉　騒　　 力曇－』p　一グ

．灘

ξ．了一、ズL讐

鱗

　　　　　　　　　霧

灘灘灘1
　　　　　　　　　葦

　　獺・欝蕪灘

　　　’鰯灘覇鐵’

．灘．購、獺

し1難ガ　ベギ　〕／ン峨　　’串に 奪麟　　／ξ、鰍

サラトフーモ退タ！暦llガスバイプ　イン建び騰合よ夢，用いられた滋羅は慧倍1も少なかう

た、、・ダシヤバ辞一一キ瓢マ鋒1シ・でプライン鍵乏の鴎饗“豫撫鐙ノイブ布設1こ約4惑1．iかか》！駆ノ）に

対t団．，　スタヴ～薫ボリ…　ξゴ策ン脳馨睾1ガ欝．パイ．〔ライン鋏沿壌賜葦は儀か2』気1iであ♂た、，

　馨響t〆レ・慮寛律糎塾　襯　訟，　墜ン薦勇プンのメ難蕪　1蒙（）雛1　麟ヒ1，　‡5，款鍛亡垂 ハ”　蓬支事籔跳㌶動塗舞要．員の悪棄霧慕婆藝こ各のi　l梅　1、二

によつて肇が蝋ハイプライン麹 櫛のテンポは韓懸1（薦まつてレ・播。こ潔．らの議、嬉、くは野　導撚瞬

纂慧i 3よ㍉　　難『鉾が．幾ノ薫 イニ　匪藏！譲／i

7マー鐸1懇）



、織1、多、導f桝擁韓1（、薦13巻嬉！昌，掛）

大講　奪定懸れ、膿万藝，｛｝｛懸凱のガス　・1季，　農慧、幼鞠臓繭に遂劇壽榊，謹ノゲ1という

充分な樹を与える墨）グ）である難

華嫌お豊軌び地区パ｝イアィン建設における機械化グ）ll度の糠頴購爵叢，漁’ζに癒つてガ誤

デプ御ずン擁離設の擬、、速ド匙ンポを確鎌することを懲禽蓬にし、，それと関連／、、、ドてガスの採徽と消費

の急激な拡大を麟、証し得るようになつた、，

　瓢麟翻／二，既愛および礁、懸碇抑ガ’スバイ冠ヅ写インの鰯疑力益れている悌§i即、

　撃・學　トツ　趨スタウ騨鱒壽び　蜘シ瓢／頑り　、ノ　7力　潮　1ダターリヤ　筋ノ・書毒ノキリヤ避・ぴ）糞鉱の護蓑三欝1¢）葵ゾジしや

耀…の採掘工繍蔦’，魔繕禦庭畷．工揚謙軽．．而甥・発畿所礎の／嵐グ江鎌撰設や文イヒ1、噸施設

等で石炭や1鯵代！）にガ、鷺燃料ぎ1弼いる妊珍になつた傑／蹄／麟｝し，ガ蜘冒プライン／によ

〆）て潜スを送1ることができツ款う轍な今た．

　将来は，　ソ難1盤甑贈罐獣ズ、やウラル・のガ撒韓i送綱の単一の購翠t熟嬬織を趨1蕎菰とが撃弓豹さ離ドズ▽・

嚇鶏その，韓は今次η畔論1醸おける次び）ガスパィぜラィン受）、ノでぐいる霜すな耕　スタ

1
、
ン獅纈…聯、》欝鰍翻線），セ．脚乱罪トプ・Tレご⇒・ヅラー一醐げ綾一 ト1シビリン槻

艶ク．コψフ艶一エレノ驚／ノ間等がそれである，，

　近年ソ醐竃灘ガ、スバイプ勤イン澱の1熱・嚇必／・偽猟紅、ゐにもかかわらず，、舞だこ姻艇奴き

来嫌」蜜乏，、ている⇔すなわち米薗で・は，鵬7年の終！）にガ語仁将覇㌻／の総纏趨瀬欝万

1（獅1轍であった，、

　し．ン幌．，ソ醐飽）ガ．蝋ノ輝プ脚でンび）納輸送能力は，多奪）ガスノ・○虐》インが崩唯

（繍論買濠で）で作継ンれている、粒碁渉翻獣ぺ1、、、勤撤・貧とを樹霧すぞン必勲協る，、ダシ

ヤぶ一備幻穆闘，スタ鍬擁簿騰ス磐甥講，およびシこ篶」べ！／オ功…／曝憶1羅ルペい置

ツ、ス擁欝ソビ麟・初期ヂ）ガ欝爾プラィンは，編藁働蹴ガ幡）つゾご魁これらはアメ三璃

のガス廊ずプラィンの3倍以．．「iニブ）輸送能プ露縄凶）てい愚⇔

　今後の幹線ズ〆スノ　デプライごノ建設1激，窪．三として大1藍二α，碁（論灘灘以．1．）のパずプを環マ・る

こ二とになつて隔いる。こ騨）4　i・，萎瞥罷γ（）（）鶯難のノぐギτプ讐インに憲圭ぴ鮫毛甲ぐ，違㌧ヌ縄群）善警磯　は！≧f審

にすぎないのに，輸送能力は鮮、嵩・に増大L．、，数千トンの金璽が／碧1紅越る⇔

　大1二1唯ノ曹イプの必要性が増大するぴ）に伴なつて，そグ）壁．、／．嚢1技術を根本的轍変革する・＿とが必

、隻疑なつた．大1唱二唯，’・響プは転がさず／こ，鋼鉄薄板から瀦斐し、て作裁勤が経済的鴬嫉こと

がわかつた。すでにそ瑳）生産力法がわが縫の壽金二ε業によつて習得されている、、鋼板を螺線状

轄巻いて驚、織浴接する，パイプ生産方温、激興味むあ姻）ので1艶）る．

　　ソヒ麺峰同盟では，ガ瓢バでプ骸移絹《嘱鱒駆ずヅと脇薪翼、、て．ア飢羅緊金嘆　勤欺チ・ソ

　轍よるパイプ痴醜糸1磯騰ず心．大規、糠汰事業が膏隷；！・漁、ている魁ご、れはガ勾マ亡“ギンず

の耐用期間鋸鰭a、く延長する，、

　鋼製礁賞、磯浴接してイ鱗が．猟ハ㌧や．メラインのll醗護、糊1嬉延長す御〉に，現在建設技師糞こ

ちは，金属のノ欝爽をはやめ欝轡彩期1講を灘縮す葛濾　く艦発季i翫響漏洩鞍済翻肩乍丹摘雨三〉バイプを醤婿麓

摩㌦急、大プ舞麟簗な、、
事
菱叢を聯二隷つてマ・るp　描鉱、竃グ〉擁用からガスバイ’ブ勝・ヂンをゴ懇漢壌『商るためには，　バ

ィプの表爾を審嶺．いにして，灘欝の薄，1、，や特殊な紙で撫蒙れ、．，それズら溝の窪1に入れる、，・この

｛、，嚢蜘蛸臆ばく大癒労力－墾，麹→るものであつた．現在では，ノ督フ∀）溝掃描病被覆の．1蟹作

憲が完全紅機械化されてい導、、

　漏洩流の！鱗灘，よるパ㌧イプラずン燐／徽餓葺嚇髭．）た繊鷺t，い駆嫁耀嘗極保護，被樹緊

婁糞素嚢、よ〔メ翻笈欝i業繋蕎漢め糧こ1麹・・ら藩彫女蚕祷　、果を窓馨｝ぐい懲塘

　鷺飴，幹線パイプ勤インの建設と開発／ま，ソ醐1ガ，欝鯉1嘱戯，蕎機関によつマ．鶏盤れてお

iり，・：二れ1の碁機関は近年ノビ瓢トの各都，舞，町村お竃纂び各種工叢薙　紛再燃性毒纒）磁。保の

ため大燧嬢な／業を費なつた、，ソ絹鷺．ガ．ス餐環掲の諸機関／愈，ガスパイプラずンの鍛l　！ま開発、

グ職術を絶解鞠．熱さ熱，そ編は）驚の／撲の騰嚇縫燐ぎFげ簸・翫

7蔀一一（緯、の



ソ鯵“蜜ζノ顧瀦窯農・ざス　 （、殺撫1蒲1　・き獣）

液　化　ガ　業

　凄賀沖一一餐罷のコ条桝二のもと凱で，iぼ　　　　岬　一 ・驚の’1犬懸験か箋ら／瞭．の二1幾難ミニ季1了し得睦聾こ、』漆鼠タ溝港ン駅、

て》・る，，ノ砿とえ／ご，7麹／ま薫蒙気厩三（碧（ひ」ヌ1　31鋸1叡轟誌ら1搬葬峯に・嚢多ず肇乳．．・，難〉伊離まりで書臨1熱一動津1／／、L㌔f鮮

になる“加わる鞭三力が三気騰よ参も低いll、嚢紅、は，水はき薄，めて低い鞍萄で沸／l、鞍するが，一．触た

とえば圧力が数讐気圧1こ遼す馨ボイ響一内、のよ？に・欝力が漁礎諏ノ鶏時には水は韓び（》を趨

えても気体にならない．

　壱可燃性ガスも同様の性質を持りてお養，各霧拶化1次素ズヌ・はそれぞ潔．特有の舞　猷1．三ヵと1度

を有レ，そ跨難三力と潅t度のもとで気体か・講体1ζ二，　また』はそ・の逆轟旗イヒをす惹，

　ガスの　　1礁鮒や顯瀦麟琶咳蝶その、鎚葦壽量がきわめて　嚢要捻 』義を書、針1）こ＝ξゴを，ンオ醸七，！ぐ，　燦謙，．蓑嚢はグ．へ

を人工的に液状に変え，それによ畷　葬舞　　汽・くi憲くす　技術を三『成Lた，、液化ガ愚は，

タ〆クやボンベに入れて任鷺の輸送法で比較的容　　に運／謬逢す築瀧とがでぎ蔦，、

　覧野し，ガスを液化した鯵，逆にガヌ状に麗した蓼，童、と液賭，／ぐにして輸送L、、た！）貯蔵したi穿

摩朝るに1強，一…、驚の窪野褥ン葵ゆ酵躯華爵1夜4ヒメ∫，週のぐ鐸．黄曇激f藤ずダしも秀　蒼1約｝厄ぐはな㌢・、．

　1な欝蓄灘軽こガスをll璽麟嚢嘩磁1　奪は，書夜夢鱗ζ二して窄資激う／藻うが桑蓮嬢3であ愚離たと舜瓢1潔秀ガスパ、ギ

　“アでンやガス藩㍊糸含挙鱒の1建二没に羅斐ヌ、さ才レるプくきな慧馨金．界や擁癬葺繍疑禽磁〉ほど裳〆撒消費この多くな

い小別荘地　　騨種隠ル癖一ズやソマホ・一ズに対しては，液化ニゲヌ紅し．潤供絵す華聾のが隷杓齢か

オ嚢而）別ぐマ、る礁

経済、．1二澄躍噛から，》憾のと鳳鯛擁継伊繁響イン雄臓｝膝ない、、めな痴／蒼翻窪、／、ざ，大

圭藪の1肖菜勢講博こ対“し艦（品もガ。業の驚勧阪1繍鷲驚め叢薫・圭切な購義もあ嶺農

　現在鱒欧講薩1では，数ヂ4　　も離れた他瞬壽　・，おも齢液化ガスの供給を受・けズいる、という

ことを護欝蓬鱒》唖　鉱護要が）る、、菰んにちでは，謎懸辱讐ラテン・’業、メリ療藩窪iから警聾蜀化ガ蝋力麟寺

殊な船舶に、諏つて繭欧に輸送～峯れてい恐帯液化ガスはバぞ　解ンに訟やても輪送憲渋、，潔

；曇禽にはバイフ崇ライン建』鵬　こおけ顎“、、1匪辮晦覆駿が．疑なくて摩鴨む尊擁麟では詫鷺ず紅ガス1き馨蕉籔奔欝の塁薫

一長薫多lx）（）k撒芝ヌ。臥のニザ1くパイプー頴ギン擬癬1　定罫した乏．いう肇蹄幸経があ罫、，ソ同烹澄でも夢　ある一軌

定の条件の《、とでは，このガ澱輸送溝の適、馳　繍／一鴫べ曝であ膿摩

　マ・濠驚ゆ襟葺肇、・・（薄醤茸方華〉プゾ．緊一一一嘆嚇な薄欝ち華ず灘．暴（轟響き．織鍛轟鰹戴　で蒙，嚢㌧薄㌻讐）穿“騨，ペン欝びブタン縞鰹の

簸が，液化に最畝沸譲㌃ノ漆件麟骸ている⇔鵬痢，基麟離嬢ス麹隔工惹躍ン麺将，学

奢逮は鼓近メタンガ撒をも液化す罫、か法を完成uた

　ガ愚の1夜ギビは鮮ガ黒蓬粟講鱒駕・や蓋熱藤彗壕麗（ガ監癖灘執薫憾鱈授箒イド湛1聡　1む群嚇〉の摩一ぐき猛解ずで蓄学毒．オ。離、，

そ黒ヴブスはあ錯ズ葛め馨タ鯉襲そのイ戯の蜜霞争i騨跨躍嚢潔　蒲養た1後蔚勃、強な海繋鍵疑で灘箋嚢蕊され、，鞘繊1彗な／賊

騨建備に入れられる（鐸騨1図〉難b場の収容設備から，　液化ン　は駅の付鷲鷺融則灘所轍穆藤れ

（鐸峯7露1），　慰らに総こ癬縄轡録朱な垂搬1鍵潔ンク豫1にジ移ξ峯オし懲（糞零図）、，、

織撫
聾鰹鰍．藩灘霧銘鱗．繍

鑓馨馨醸1　　難箋　イ婁　鷺ブ　鐸．　糞嚢　　　獲’ ク

7嚢　く8薫三、）



セ灘蓼

　馨鍵鍵弩灘．鍵　　　鐵
　灘鐵礁　　 灘灘灘
購灘灘　　懸驚

　馨
　灘、　「灘難

！糟i　＝一一蹴ψ鱈欝　』嚇戴　艀袖、ψ渓fシ蹄蝉

　書麹　象嫡驚、ノ

〆＞という、騰



ソ繕盤の天然カヤス　（大藝、奪擁〃、1軽）

　　　　　　　嚢灘　　ピ嚢勤静ン　　　　　　　　　　　　ンノノヘ1〆）液イ穏｝プ夙注1へ

　液化ガ畏をガス状にもどす過程は，　　縛愚．一一一すなわちガスの圧力を麟動的に調節する塁誤i

置一一一の中で減野l　l一るこ菰によつて行職われる．，ボンベが／／繍、，覧状態にあるよ導な場禽（冬期の

鞍外）には，減選i装蔭劉＞ほかにさ葬）に茎，、　器を（ける必要がある　蔦ぎ）、紅らなポこ　ミ冒隙二よ

つて，4一器入索族の隻カ月半ランの食物をあプ1甲惣めるこごがで鎗嶺、、

　ソ瞬1甕では魯難ヒガス7毒鷲すで続広く購いられてい1

　液化ガ．二救の入〆た多数の赤いボン歳を車体め下部1こ備えた多数の葭／3｝・籍二を夢妻も灘ことが℃遂婆

が，この液化ガスはガソ》ンの代用をする、、ガソリンとともに液化ガスを壌いれば，補充撫鵬1

は隣勧車の走籍隣漢離で欝繕；轍なll），都事の大惹が汚れないことが灘三明されている．かかξ）自動

車を装備す欝　、め，多くのノ同盤の者肺には特殊な補給塔があ孫、

　ウクライナ共湘麟だけで，1懸8年には7，（｝（1（）以ヒの離動車とパスが液化ガスで運き時粒れ，そ

ヴニ犀夜化ガスぴ）穂i軽駅漁i講二雛のガ眠ソ婆ンより38．鯨安か〆）鳶1、、米難レびは黛ヲy淑）（）（｝以、／蕪ハパスと窯5万

のト畢クターが葉夜化ブ・で動いている，

　ゾ同盟の二銅　は，液化ガ諾を利用する各穣　1餐簿具　ぐ．」暮べ付移動ガスニン梓，ガスアギ群

ン，冷蔵瞳，洗羅為機，湯沸暑欝，そ’の総）を大量に出t諺始1た．が，これらの羅暴嬉漁ゾ1ゴ黒ト人の

生7養をますます楽なものにするだろう、、

γ隅盟における町燃性ガ愚利驚の見遜し

　近衛のガス i嚢のi磯1訟，わが嚢　）玄額》’項ニゲ）都帯と2〔x｝以、ヒ（ノ）町村をガス化誓する江とを琶

能に1したが，撒れらの都市や1町村はダシヤバー一，蘭撃トツ．スタウ雛ポl！，ウフタ，スター謎穿

ング箏…一ド艶ケギビシ記纂乙フ欝地1　）産地から、衷た汐ぎ一l／ヤとバシキ膨、「）鷲油産臨からは

随嚢i窪／生ガスと㍊て，鷲然ガスの｛集糸舞を受ll歯てい恐，、

　戦後これ1三．き〔ハ産臨の1譲掘によぐドぐ．母ス〃ヲ．ハリ羅’7艶キ瓢フ，　グギビシ罵フタ叫奪ラトフ・

その飽の諸都市，およびそれ1こ近接す戎嚢llT村や二1二1業的諸企誌こ簿Lガ1鴬・燃料を供給する謀とが

軽能となつた、

　灘面の7む年譜1懸では，これらの諾都震（プ）ガス供給，購伊大、1に拡大1咽．～現銘にぞのガス化

を完成することが予罵志れてい恐．

　襲．．ン磨ラードは，麟脚、わだ限，ゴアト餌ヤルベと1矯ン・ツギ瞬鶴翻1寧1濃工澱か

らガスの供綴誉を薮けていた』が，　学力僻㍉汁顧の薄～甜の年にはレ轟ン　ア遊一一ド｛ノ入々はスタウ貸翼｝ξ

りのガス毒幾敢－漁。これは嚢発在，スダウ1、歪卸声一蚤スクぴ欝臓il幹線ガス践ギヅ蒔ギン1こ連稀

す葵縫／1〆プー摩フ　志　・ングラード問ガ芳やでツ曼ずンに，、レヂ農供給審離てい灘、このガ、ス量

零置　（8蓬3〉



際轍（漢、箋3巻　、参響・）

のおかげで，む撫ンゲ塑一一錘）／藤秀艇や二1場のガ、ス伽1。i二、罎．轍／搾汰七た

　「賦帥洪糊蜘）カ』暇繁獣，博（龍戦酬 肋・，ウツ　ツ・耀ボジ瓶離l　i．讐的企業や

公営生繕施繊、二必要癒ガス　　　舷、、㍉い、航そのほか瓢，礁飯部騨麟1のプ、ノ該は，ゴ．鼠

製瀞麟に必1凝殊か環喬爵塵費・ソ舛状二麟熱劉三薫に斐．、利用麟　きた，、

　ザ，、メンスィノ州ベレ’ノツ鞠ケ産，織の採掘に伴ない，流轡i購ガスバィヅ㌻ずンによ〆ア窃ヘベ

ノレi・・犠フス磐ご饗嚢轄惣・が輸送憲、1その途申で北嘗i三ウ捗ルの諸企粟都呼群，町村がガニ騨璽要

糸臨．靴けること紅な避）う、、

　々ター1ノヤやバシキ鯵ヤの一胃油麟鋳ll企叢では，より鷺全紅随伴擁三ガスを採敢するご．とにより，

lll建辮穏辱醸議1内にある炉ご階／ア，カザン，ヅ謡／キ、～，ブ々㌧d，／ム，醗二≦こ慈．ヤホツス〃．

その飽の都了i欝）鎖粥に／・す鄭μ群奏給を増大懸せる、聴が円能である、

　7力年灘瀬に“レズ，サ刻・フ，帽ビシ罪ニツ，スタ』タンゲ嘩一一1洛地区内のガス／剰蝿

齢1汰することが奪雲熱む◎／，それに、よつてこ嘱駆内の1毅んど冷』麟知対・し、てガス燃

料麟賑獄、・，さら麟艶，磁1に対すそひテー碧・フやス抑残尿疲）力甑の輸送紹鋒汰づ脚噸ご．とがで

ぎ
　北部翼一．カサスとク！、1ミヤの諸都市や町村轄よる薫業および生活用ガ裳消費￥．ll，クラ・スノダ

ール地加争最近発．縄、され屑大なガ幻、、に依存す難ことになろう．このガス層の採掘はす“ξに

1謂桑褻さ輩し『ぐレ・る、

　19総年の嚢甥に鷲ス　i・ツ付近で発見きれノ隠溶タ然朝三ガスは・　ドンバス1感方で用いられるだろう。

　　ン・ラライ彗噛鞠！鶏では，ガス採取はこれ、蜜で沿カルハチ栖茎1地げシヤバ・一，ウチ黒ルスニ望，

およびオバール寓）にのみ依存し』ていた、現在では，掬5§穆こ発鑓されたシニ芝ニベ》．ノツ・撹工

のガ。ス産．i慰を勲琵薄　｝ 簡る轡彗愚い鑓憂薙しが濠）る、こ　の蕊彗垂｝ぞは，　／渠三牧1巽麺蕪1寺ぴ駕力“業井は灘l　l理立胃プy

拠一ト賜、二およ》「磯ll曝をラ獄’，このは5（）Ol・ング壕挙油もしくは鰍）トンぴ）石炭！跡i．訟．銭する，

　地鰯騨爲離、1二，郷，い、）．ウ好ナ糞禰蜘）他の惣二においてもゲ題酵憩三が確認され

伊ぐレ・ミ灘、、、

　ヵ、く騨ぐラ　マンク帯イづ甫妻、灘軽 覇よ蕪1ランぴ）馨鑓ド硬鎖1角ぴ二〉瀕ブス燦瞬sトを　　靴／こ遜礎、’携姦L、ノヒう謙しラ　さら1こそ（ノ）

　・部を近隣の二共和国や隻猛接誌・悶，例えば’ボー　　ド〆やチニ、、灘ス誓・バキヤその他／こさえll醤度する

こと力叢壁籍き護）。

　ダシ「ヤバーからのカ　、は，　緯澄・年に噺スク拶／響入されたに慣『ぎな誓・が，　こんにちではごの

藻菱；i・患のガス1意ソビこ滋トグ）』i『1嘩粥の糞然率注ノ書勝ン；くギこ謙3いて 麟覚し．いま也1　’占めwぐいξ5ことをキ旨撚1｝争

　）必漢要がある、，

　近い将来，幹線ガスノし仁ブ滞インが，ウケ翫穆づ疑瀬から1、1ガ，娼、／ン，ミンスク，およ

びこ、れ繍著都市に隣舞接する二二1業，地区ヘガ業を供給するこ謙にな｝樋，、

　　アゼルノ㍉ぼヤ・鉦少！亭秘i．P）ガ嶺1．臨利潮の問題1汰，とくに関心が持たれてい覇、，ぬ響覚の共

勲麟で，慾兇藤れン、甲力粥ヲダーヅおよびクー㌔ニシゲ～ゲのガス層は，’すでにアゼノレバずジヤンとグ

ルジャの菱数の二／藁おご妻び文化携生施　畿をガ鞠1然料に切替えることを蔀能にし．たが，これに，、／二

今て、1運萄油脂，塗油，その他グ）石油潔絃ll生産のため跨源料であ導ノミケー濾をボイラー用とし．，て

発然膜）さ瀦㍉こ遷書噛ま噴㎝こ，祉海叢て欝港る。

　憂量、・う庵．異こ，　ヵ綴・ノノン’！ゼぴ）傍プて乳韓ゴ7ノレ．メよ驚儀噴こ、隻）．ノvノ）甲ぐくる、

　　力塑ダーヅ産地はガス濃ンヂンセギ　1・の嚢華“馳である．、すな1〉ち，それはガスだけで’なく，．1二

、璽の灯滑iやベンジンを溜分しズ禽む’経い液辱犬の曽蘇瀬婁薯品を・分灘継1→る、、

　　ずゼルバイ／ヤや・産地のガス組成が良好なので，事数のゴム加㎜1工場菰合成ゴムを供給する

大棚二な麟酬穏・袈二ぼンビナ嵐ト細救ムガず耕驚礁←．蒙す」誌とができた．、

　　このガス渥地は，ソ獅盟の毒欧部のほ，とんど嚢．域にわたゼ矯数の／姉にガスを供糸脅している．、

　　この繭の暮力年計顧中紅，ウズベケ共和園のヅハラ…ヒビンスう雛艶区でき1くなガス埋．蔵藪が

発繕泌れ，’蹄艦縛映てア評ジヤ地区1調する！銚給だけで癒く、がラル地方の工業と、k活への利用

＄2 …（8ま璽）



t．ノiF『引藍鍛（ノき天蒙箋ガ　　 （、大／　麺i㍉沢）

に細め℃解嘘．慰麟が開け烈こンノ）地区に発児されたガニ竃隙凱おもに2つの産糞liシー綾

メプンと1グ．ズリに、集中して1㌢・灘，、

　カガ’ン潔．ま腹（フ“．ハラぜ）1菊プy淑）～縦）1くmに凌）る）Wぴ麟1，　セタランーテー一ヘミ穿　ドジ、ワレカーク警

カラ財。ノレ・一．ず臨iヂ～一ノ1〆，　・蜜烈ノギー。一シ，　そグ耳滋のよ磁で’ザブヌ・グ）；浮論三ゐ凝嬉薪認、さ塵Lノヒ寿黒琴　ガ㍉救1馨グ）洛建

度は慕（）（）磁肇1蜘瀧，葵雛3（）／、試、1．の井戸がガスを劃、猛．てい駆、讃尾、らの井跳り幽1騰は一噸．

夜に5万一蜘万立ノ寮一トルである，これら僻欝のガス棚二！ヲ飛二伽概諏選矯、，

　ガ，ズ1／1董最鉱（、フ“ハラの誓鷲ソy！40茎《茎慕）“で1慮覧　ガズ夢、訟タシークド歌クにガス（ノ）￥罫識三力叢喪誰ρ躍し，

そこでは蘇鳩一！，鷺（X）驚紛深度恥に7鰯の戴還　馨が轟き峯），ガスは．ilX）気羅以、．1．二の1薫力をも吟

　この最琶に蛎辱潔，ゾご書ヲ≡彗竃誉一ゼ．イ蕉に亙（）（）77力謎ら30〔亙葺論ニプyメー一一ト．ル・の1がスを垂集牽含書噸燈こと力鼠

できる、、

　二の産地の地質学的構造から；1｛套定／』ぐ，試、掘事業に．歎り将来さ　ンに多数のガス産出地とガス

麟準が発「，見されるで渉ろうし、監またそれによつてソビエトのも）一つ寵）永続挫のあるガス供給

基地をウズベク共和i劃内に建没摩㎝る自酵能性が1．貯ぐく燈であろう「

　ヅ．ハラ艦ビン』スク地区のガス産地は，ウス“ベク共和国のi渚都市や轡1ぐす，なかでも工業ll心

妻慰ゾξあ諾ダシ7ントのカ“、スイヒ1こプ榎きな1甦し砿購彗レヅご、，

　タシケント¢）ガ㌧く蓉慧禦ζ　こ1激喬溜絹　（1蓑馨こ玉援．ソy，メートノレ跨鑓あザアぐ．　そぴ）1弩誇輪意，　二吏響蕎自㌻磁業煮達。4

糞意鎌1、ノプ、メー一ト．バ〆津贋舗駐鐸聾鳳緩噴蔵．立ソy、メートノレ，識翫の艇姻ノ）麟白く甚瓢2嚢慰盛篤拶メ・一トル喋ぴある，、

　ウズバミク、窪軽堺曙麟のガ吃．スニ応業の多謝鍵に、，丈〆）てき　瓢の7ゴ7窒践葦籍ll鵯1講1嚇に筆　憂．醤鷲て番蓬5毒意論ニソヲメ

ートルのガスを消費する約三S（）ヌの住宅と／（1（｝岸ヒの二1二諜泊繊企業をガス1こ・切替え恐ことができ

誉）。、タシケン団、）ガ雇1とi醐寺に，ブハラ，カガナ，サマルカンドおよびウズベク共和i，1納の

その他の諸都市にガスを供給する鋳業が行なわれ恐，、

　現在，ブハラからスベルブ彫スクに三騒轄鰍冒ワ樺インの建設が，乳織されている』の

ヅゾ、スバイWプ冊ずン1ま肇ザ㍗蜜ユリヤビンスク辱業バく，ノレド1濡マスク，　ネ5、よ｛，丼饒1事累シ〆くリヤ三癌篠ヌノ〉1 11’齢夕

都市き町村にガスを供給するはずであ為、ソ嗣惣の1難：1欠地区1こおいて箋」ブハラのガスを利用で

きる．ような曝．一一“置）謹ブスパ壱でプ予ギン・薄鷲響解ノ）申1こ，　このプずスノ＼ギフ畢・でンイ　めゼド1芳鷺｝であ煮）、、

　カラークムで．発箆された新産地は，特に注羅に値すツ、こ騨）、地賦マ，）ガスは，か〆，）てのいわゆ

るく奪覇恐ろし、きソく二麟二撮℃》のξ叢峯ドiを一一懇芝摩㎜懲ことができるハ

　娘δ7年に発、昆されたヤクーチャのガス産地は，シベ街留）諸都市＼）i鞭村紅対す孝董）ガ；裾共給に

大誘な．蹴3璽L，を開くものて藩》る、、、ミ猟シンスクやシベリヤのその鹸、の地区1でもガ：λが発攣、乱峯れ

ている、，購59年！（）月に，麟、蔀アガフォーノフを班長とする掘さく技術藷（ 尺隊が，　バルフ。，ニ

ノン、鷲村（ギルクーツク州σ）オスチンスク地悠1）の付近で深井の掘さくを完1戊した、こ～の拝舞か

ら夢薫ソジな，カ“，スii嚢1．1．玉渉態起鳳1），　シ’繊》ヤの長響申にllτ魔なブプヌ・繋嚢填載二鰹豪瞭鼠嚢《論三づ糊る燕と（　ヤ1苓／ノこめ喉、

イ礁詳環しノと，、

　1　大な餐鐵繭蒙の｝荏茎1膚1虚，　ソ纂 罵鷺ガス ．ギ粟のい己》そうの考務／鰻に，虹つて箏　嘱離1の？ナ警横一i・獄！l二期1絹

内綜，総計5千万入の、煽 1をもつ5（｝（｝以1二の纏市と町村騨）ガス化を確実轍／糠1駐．得るとい＞確

儒を与えるものである、、

　ソて者i～搾震愈藩魂蒙ノヤイぜラでンに、よ♂．，〉て1尊．、入さ漆Lるヲ《烈ミプブ熟の蓉楼糸費を擦憂け護ブぐあろうL，また、入

1＝．葎希馨繋な鐸iT孝寸肇　薄ネす」癌粥；藩藩さ、鰍｝び’／睡ゐ“欝霧孝しプ瓢ノト蓄郵賃ぎなどは魯憂イヒガーフヘを峯憂講父る菰とになろう、、

　新ガス産地の蕪駐，その開発開始，およーびガスハイぴラでン，ニガス配給網の建設（ノ1）結果，

．L§（聯季欝の！黙恥／．バ畢ンスに轟知ける李《！蒸メブスの貝華ま，薗嚢5呂煮i玉にくら・くてま謹勘大饗“る　づ㎝なオン瞭，

　　　　〕「ノi鑓骸瞬｝鴨賛／也i戴ぴ〉1峯し鳶・霧貯…一一甑……・一…・一一…年聾……・…一一・一慕．8カ“、　賦器タ冨1ミて3

ジ
／
∫』’オ、ノレメゾ中醗‘ド1流撰叢糞或ま罎プぎ一・…F…・辱鴨

ウヲ、膨デ・・ヲ

．軽コ熱龍一力・登噂，叢…一聾
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　　　　　　　　　　　　　　　ゴ趣　、，1，多！　浮β、1報（第！3霧講紹夢・／

　　　　北酋地か葬一一甲一一…一一…一…………一……歩一“…一南一一（｝かダ．潔漁％く鋭で

　　　　灘地方修継ll☆凝蒼諮〉一一一・一一…一・一継励イノ

葵舶冬はすでに，．鰻然力縫働ブ琳率’1とじぐ効果的に牽l／用美ド．得ない、猶なi：眠経済潮／断，椿

在t、、ない，き

　ガス消費鍵ぴ）／・曽、大に、．ψて，労働、1．産性を．、一、速に薦め，労働者の生1，菱1や麟獅保擬鱗ま鉱状態

を改蕾し，、躍㌶鯉羅｝．雛』譲眠‘脇祉遷勤鱗進する慧、とが舞朧で魏ン、

　雛聡、 暴麟二命1、土，ゾゼ瓢ト晒染勤甥…而の盤贈に轄葺l！フな麟、根）たらしたぐ、ソゼ瞬・圏民の

重食 熱活は向1漁，、．紅すます霧くの．1　鴇絹織物虞蕎織物が必要になつてお1），その生塾　と
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，
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れる生成物が，、二れらの織物鱗1諮霧のため醒，鱗嫌料とし℃1毒を立つが，暫）壁軽趨化水素

　（瀬然）ガスが1大きノ．1、、馨、義を華饗つ｝ぐい欝、
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、どのた嗣源率l／ばか・播はズ載い、。ガスの合成にc紅つぐ，安い肥料，：1，～用脚坊び）代／漏1，掌ノレ

灘ヅレ／弄ぜ．、、．一ノ、以病ケ，建’葦一材料．▽料蹴鍔贔，洗剤，講，その他の／鮮1・も勧）

れる、そし、て，その鰍，蔑はいまや2，（）（綱鍵、を越え旧◎・5．

　　コ、ノ！、ごす炭化水．榔惣を灘料にして作叡応製品ジ状繊雛津暴箕食／－l／原糾（物，じ
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もや’、幾物が絹いられ、た、例えば，1懸7年には齋成ニヅム髪め他び）化髄製贔製1董のためのアル灘一

ル生　，獅窮・二、躍）殻辱ミ劣が／．鱗終れ、たが．これ、だけの殻物麟／い2h．縄約5（）7宕☆麟秦獲、得
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ソ闘，難の天然ガス　（大1勧iレ談）

　わが麟の締事ぺ溺1動爵鞠マ）ガスイヒは，ソビ灘ト人の1譲彗状態を根本的に改・緯し，そ・れに よつ

てソビエトの創造ブ超）い〆，癒パ）1，1疑労働生藤醗三のいつそ宛）増大¢，琉固）の禽利な1条件を創

造士1．拷流撚雄恥かであ蒸〉、、

　＝蝋峠鴛ス瞭碗シ響器饗フは》ダシ、バー キゴ耀1げ1スノし浮蜘・1㌧建1辱賃の呼「嚢脚畢対す灘
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儲繋、絃　し、』ぐ．　こ二の｛壬躍勢を一遂二行一すること轍ソ察瓢　卜、と1難の潔縮幾関の二1馨嚢季旨準享着輩叢の琴寺寧／な溢三慈tを喚．

起した、、

　　ソ1醐密．ガ．二鱗蕪！難、1は，第欝麟大会およびソ瞬盟共産党中央委嶽会ぞ峯。月総会（櫓59年）の決

議を遂費し　ガス黒業発嬢ぴ）領城での多数の技術的成響義をもつて7甥総会』（隻鰍咋）にのぞん

だ，期闇申，ソ醐。盟ガ．ス瞥理局は，1覇民経済会議と共購して，完全なガ．ス採取自動繰縦継織を
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